
事業報告 

（１）地域コミュニティ事業 

①わ～くわっく草加と生活クラブ草加支部とで進めている草加モデルに対し、ＣＣ

Ｓとして積極的に関わり住民参加型の地域福祉を根付かせていくための活動を

すすめました。また、狭山生活館協議会に参加し、狭山支部、ワーカーズひだま

りと共に地域に必要な機能の創設を目指しました。また、福祉ワーカーズとの協

議会を 3 回行い、CCS の事を知りたいと言うことで CCS の事業内容等知らせ理

解して貰う取組みになりました。 

   ・中間支援組織として事業化をめざす個人・団体に対し支援要請はありませんで

した。 

   ・地域課題を話合う場づくりは、福祉ワーカーズと協議会を持ち話し合いを 3 回

開催しました。 

 ②居場所事業  

   ・「居場所」の取り組みについて、具体的に進めることはできませんでした。 

  ③自分らしい老い支度に関する取り組み  

   ・「最期まで地域の中で自分らしく生きる社会」に向けた仕組みづくりとして「老

い支度を考える連続講座」を 8回開催し 153名の参加者がありました。 

・参加者を中心に「老い支度を一緒に考える会」へ参加を呼びかる為、CCS の事

業内容を知らせるための講座と懇談会を行いました。 

   ・終末期サポート事業を開始し利用者 1名と契約し、毎月の定期訪問、日常生活

支援事務、書類管理保管支援事務を行いました。現在、任意後見に向けて手続

きをすすめています。 

 

（２）会員団体支援・サポート事業 

  ①ワーカーズの公的制度事業（介護保険事業・小規模保育事業）及び新しい総合事

業への参入に関しワーカーズからの依頼はありません。 

 

（３）講座事業 

コロナ感染防止のために、活動は制約されましたが、ZOOM による講座を開催し、

ZOOM とリアルのハイブリット講座も開催できました。予定した取り組みを大幅

に上回りました。 

①地域福祉（人材養成も含む）講座・研修 

   ・社会問題・会員団体等のニーズを把握し、地域福祉に関する講座・研修等は取

り組めませんでした。 

・ＣＣＳの子育て支援講座として、ＣＣＳ独自の子育て支援講座「ほめ＊ほめ子

育てトレーニング」を ZOOM 開催だけでなく、ZOOM 開催と実参加のハイブリッ

ト方式で、実施しました。 

・児童養護施設 埼玉育児院の新人職員研修に「ほめ＊ほめ子育てトレーニング」

の講師派遣を行いました。 

・大人の学校から参加者対応の支援を受けました。 



・生活クラブからのアンケートに回答し、講座の有効性を改めて確認できました。  

・「ほめ＊ほめ子育てトレーニング」の「学齢期版」の開発は行えませんでした 

・「ほめ＊ほめ子育てトレーニング」の短縮版の開発は行えませんでした   

  ②介護保険事業を担う人材養成講座・研修 

   ・22年度は朝日新聞社による「認知症フレンドﾘー講座」を実施しました。 

      ・ＣＣＳの研修制度により認知症介護実践者研修 5名、認知症実践リーダー研修

に１名、主任ケアマネ研修 1名、実務者研修を 2名、初任者研修 1名、認知症

介護基礎研修 21名、ナスバ研修 9名受講しました。 

  ③講師派遣 

   ・「ほめ＊ほめ子育てトレーニング」（本講座・体験版）「ノーバディズパーフェ

クトプログラム」（本講座・体験版）他子育て講座に講師派遣を行い、31回 ZOOM

やハイブリットで開催しました（受講者 306名）。 

   ・大宮ブロックを対象に講師派遣を行い「認知症学習会」を ZOOM で実施しまし

た。 

（受講者 15名） 

 

（４）公的制度活用事業  

①介護保険事業  

   ・運営理念「住まいでの暮らしを支える」を具体化するための自立支援プログラ

ムの取り組みについて、利用者の選択と参加の機会を増やす更なる取り組みを

すすめました。 

   ・経営の安定化に取り組み、効率化・合理化推進、部門ごとの収支改善、工夫を

目指しました。 

・評価制度により能力アップ、モチベーションの向上、労働環境の整備・改善、

目標設定による進捗管理をすすめています。 

・介護技術の向上に必要な研修プログラム作成、自立支援ケアの確立と質の高い

ケアの提供、リーダー層を担う人材育成をすすめました。 

・尊厳をもって最後まで自分らしくありたいという誰もが望む願いを阻む問題で

もある「認知症」について、正しい理解と見守り支援ができる地域づくり、地

域住民の認知症に対する理解・啓発活動のための活動に取り組みました。今年

度は、包括支援センター主催の認知症サポーターステップアップ研修参加者に

向け講師派遣を行いました。 

・認知症に対する認識を深め、事業所の対応力の向上によるケアを高め、地域に

貢献するために法人全体研修を開催しました。職員の認知症実践者研修に５名、

認知症実践リーダー研修に１名受講し、事業所内での研修を展開し、現場での

理解共有と実践をすすめました。 

・生活クラブ生協や地域住民、それぞれの事業所において関連団体等個人・団体

との関係を作り、深めました。 

   ・デイサービス事業について、在宅生活を支援することを事業目標として、現行

の資源（ヒト・モノ・カネ）を有効活用し、必要な機能を検討して事業の複合



化をめざしました。高齢者の低栄養化に対する支援事業（持ち帰り弁当事業）

を今年度開始しました。それ以外については、次年度の検討を含めた継続課題

となります。 

    ➢利用者の自立支援および介護予防の取り組みにおいて地域共生と連携、働く

仕組み 

    ➢移動サービス＋制度外サービスによる独自事業 

    ➢認知症対応型通所介護 

    ➢わ～くわっく狭山での総合事業（訪問介護Ａ）の開始 

   ・デイホームわ～くわっく草加でのアクティビティプログラムにおいて、お互い

の存在を認め、価値を尊重する対話（ＲＪトーキングサークルプログラム）を

提供プログラムの特徴として継続取り組みはコロナのためプログラムを実施

できませんでした。 

・わ～くわっくに子どもたちが気軽に立ち寄れる仕組みは創出することはできま

せんでした。 

・居宅介護支援事業からの地域づくりに取り組みます。 

    ➢生活クラブ・大宮ブロックより依頼を受け、組合員向けに認知症をテーマに

学習会を行いました。 

    ➢相談機能を充実させ、安心できる地域づくりに貢献します。わ～くわっくは

毎月 1回相談会を開催しましたが、相談はありませんでした。 

 ②地域福祉社会システム構築  

・草加市・狭山市の総合事業の通所型サービスＡと訪問型サービスＡの参入およ

び安定運営に向けての支援と、将来的に訪問介護事業の取り組みをめざしてい

ますが、狭山市の通所型サービスＡは、狭山市とわ～くわっく狭山との間で人

員配置での解釈の相違があり、狭山市での基準で人員配置すると赤字になるこ

とから通所型サービスＡを撤退しました。 

・生活クラブ生協と連携し、わ～くわっく・生活館を拠点とした地域とつながり

のある運営をめざし連携しています。 

・地域に必要な様々な機能をもった小規模な福祉の拠点など地域に必要な機能の

事業化をめざしていますがすすめられていません。また、事業化をめざす個人・

団体に対し中間支援組織としての支援を行える態勢にはなっています。 

  ③ワ～カーズの方針  

⇒狭山 

・利用日数 5日の利用者が４名退所したことにより減員した分を、新規利用者に

て利用登録人数では賄えたものの利用総数において前年を下回る結果となり

ました。 

・広報活動として、従来のかわら版に加え、居宅介護支援事業所へむけた刊行物

でぃびよりを月 1回発行し、営業の電話やインスタグラムでの発信および実際

に出向いて説明を行いました。地域の介護支援専門員の方には、様ざまなプロ

グラムを行うデイサービスとして定着しつつあります。 

・プログラムにおいては、機能訓練になる内容を充実させることを念頭に行い。



昨年までの実施プログラムに加え、認知症の方への個別体操、手指の作業訓練、

見た目の美しさだけでなく発声・咀嚼・嚥下にアプローチした「美がおプログ

ラム」を新たに実施しました。 

・利用者の趣味活動を広げる、編み物や刺し子は大勢の参加は難しいものの、行

える方だけでも個人で取り組めるようキットボックスを設置し、利用者自らい

つでも隙間時間に行える工夫をしました。 

・誰でもできるクラフトとして、さくら堀切、トールペイント、園芸クラフト、

その他クラフトにてご自分自身で生活へのうるおいを工夫していただく手助

けができたと思います。 

・製作品を生活館で実施したマルシェに出品して、組合員との交流の場になりま

した。 

・音楽プログラムにおいては、介護員が誰でも行えるプログラムから音楽鑑賞や

発声など専門的な内容のプログラムまで複数の内容をラインアップすること

で、利用者の選択の幅を広げました。また、製作品を生活館で実施したマルシ

ェに出品して、組合員との交流の場になりました。 

・朝・夕の外出歩行プログラム、ポールウォーキングなど利用者の課題別の選択

の幅を広げました。 

・埼玉県のロードサポーターに登録し、沿道の植栽を草花できれいにする活動を

行い。道行く人々との交流のきっかけになっています。 

・家の営繕の一つとして障子貼りや小鳥の巣箱づくりを男性利用者と行ってきま

した。 

・男性利用者が増えたことにより、男性専科の調理活動を行うなどしましたが参

加伸びず、男性向けのプログラムの創出が課題です。 

・家での生活を支えるための調理活動を夕飯のおかず作りとしての「おかずプロ

グラム」、利用者と行う「昼食づくり」は、介護員・調理員がだれでも行えるよ

うに、定期的に実施しており、食事そのものの支援と食事作りの楽しさを感じ

ていただいています。 

・防災訓練では、職員と利用者のみならず、生活クラブ組合員や地域の方にも声

をかけさせていただき、地域の方 1名に参加いただけました。 

・生活クラブ組合員の方の協力により、展示即売車による消費材の利用者への販

売を試行しました。 

⇒草加 

・新規の利用者が 29 名（3/7 時点）。草加１丁目に拠点が戻り事業所が新しくな

り床暖房や入浴設備が充実し、地域とつながりの取組みや自立支援プログラム

及び生活リハビリが豊富化したことがケアマネに認知されるようになり新規

利用者増へつながりました。 

・従来の営業活動として情報誌「でいびより」を市内居宅へ月 2回発送し介護員

による電話掛けを毎月継続しました。定期的な訪問は一部を除き行えていませ

ん。SNS の活用としてはインスタグラムで情報発信を行いました（38 回/2 月

末）。フォロワーは 500 を超え見学者や居宅へ取組みを説明する際にも活用し



ています。 

・農作業プログラム（チャヴィペルト）は大変好評で、プログラム参加を目当て

に 4名が新規利用しました。活動人数が増えたことに伴い週 1回から週 2回へ

活動日を増やしました。新たな地域とのネットワークは清掃活動のファミリー

マート、新聞エコバッグ活動のしなの珈琲店、売店プログラムでつばさの森の

マドレーヌの販売を開始し、地域との繋がりが広がりました。 

・幼稚園や小中学校との交流はコロナが収束せず実施できませんでした。 

・内覧会を 3回開催しました。ヘルパー事業所へ案内を発信しましたが参加に結

びつきませんでした。 

・生活館まつりへ 2回参加し利用者家族や生活組合員家族と交流することが出来

ました。 

・課題として慢性的な人員不足が継続している。 

 

（５）調査研究・広報宣伝事業  

  ①わ～くわっく草加・狭山では YouTubeや Instagram を利用し利用者の日常活動を

発信し、新たな利用者の増加に繋げています。 

  ②終末期サポート事業・自立支援活動についてパワーポイントをつくり広報活動を

行いました。 

   また、終末期サポート事業案内チラシを作成し広報しました。 

 

（６）団体との交流、連携および協力事業  

 ①生活クラブ運動グループ（協議会）と協働して、地域協同社会づくりをすすめて

います。 

  ②福祉ワーカーズとの連携をつくるための協議がすすめられました。 

 

 

 


